
共産党県議団が総額４７億円の予算組み替えを提案

２月定例県議会（予算議会）最終日の本会議、３月１６日、共産党県

議団は議案提案権を活用して予算組み換え提案をおこないました。

今井光子議員が提案しました。

見通しもはっきりしないリニア中央新幹線の開通を見越した無駄な大

型事業「リニア3点セット」（❶リニア中間駅誘致、❷リニア関空転落

鉄道新線、❸建設残土を利活用する２０００㍍滑走路建設）を見直し、

大和平野中央田園都市構想、京奈和自動車道路大和北ルート、平城京利

活用、県民合意が得られない不要不急の事業を見直し、廃止して捻出し

た財源２１億円を、この間、県政暮らしのアンケートなどで寄せられた

要望実現に振り分け、１７事業の４９億円の事業を増額、新規事業とし

て提案しました。

県議団が提案した主な事業は次のものです。

☆子どもの医療費助成事業の18歳まで対象拡大、窓口無料化と、福祉

医療（障害者、重度障害者、一人親家庭の医療費助成）の窓口無料化

（7億円ー現行の事業に追加）

☆大学生向け給付型奨学金制度の創設（1億2千万円）

☆後期高齢者医療保険料負担軽減補助（１億円）

☆国民健康保険の窓口負担軽減（１億円）

☆介護保険利用料負担軽減のための基金創設（１億円）

☆生活保護の啓発（「しおり」）発行（100万円）

☆高齢者の補聴器購入支援制度（5千万円）

☆再生可能エネルギー普及推進制度（4億円）

☆学校給食奈良県産食材（利活用）推進事業（2420万円）

☆物価高騰対策として中小企業・小規模事業者事業継続支援（1億770

0万円）

☆商店街リニューアル事業（1億円）

☆住宅リフォーム助成制度（1億円）

☆小学校6年まで35人学級実現のための教員増（6300万円）

☆小中高生が年1回は演劇鑑賞・文化活動支援事業（1600万円）

☆予備費（6753万円）

一般会計の0.9％を変

えれば、このようにたく

さんの願いが実現できま

す。

残念ながらこの提案は

否決されましたが、やれ

ばできることを具体的に

示すことができました。

討論
一般会計当初予算
案他８議案に反対

大型開発の無駄遣い、
人件費削減、ワーキング
プアの会計年度任用職員
の増加、長期病休者の激
増、時間外勤務最長19
2時間。職員の増員こそ
求められます。
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今井光子のホームページ 今井光子 検索

奈良県はお金がないわけではありません。
県民に寄り添う気持ちがないのです。

予算の0.9％でたくさんの願いが実現できます

予算組み替えを提案する
今井光子県議

暮らし、子育て応援１７事業

日本共産党提案の「物価上昇に見合う

老齢基礎年金等の支給額の改善を求める

意見書」が、維新の３人の議員が退席しま

したが、全会一致で可決しました。

コロナ禍、物価高騰が高齢者の生活を

直撃しています。年金は引き下げではなく、

引き上げこそ必要です。高齢者、年金者の切実な願いの実現を求めるもの。年金者

組合から県議会に意見書採択の要請が出されていました。

日本共産党提案

物価上昇にみあう年金支
給額の改善を求める意見
書を全会一致で採択



地域公共交通対策特別委員会

タクシーの時間について
今井 「タクシーの最終時間がわからず、来ると思って待っていた

が来なかった」と苦情が寄せられた。タクシー乗り場でわかるようにし

てほしい。

担当課長 タクシーは人手不足で厳しい状況。業界にはこのような声
があったと伝えます。

鉄道路線を守るためにこそ予算を使うべき
今井 鉄道開業150周年の年 全国の鉄道網の半分が路線の在り方の

検討対象になっている。奈良県は対象路線はないが、ＪＲが民営化にな

り儲かる路線が赤字路線を支えてきた構造が変わって地方の切り捨てが

おきている。

ドル箱だったＪＲ東海もコロナで赤字。リニアについても2027年ま

でに名古屋まで通す見込みが全く不明。今こそ鉄道の線路は国の責任で

安全を保障して、上を走らせるのは各地の企業というような上下分離方

式が必要ではないのか。

見込みのないリニアに莫大な投資をするのではなく全国の路線を守る

ためにこそ予算を使うべき。県としてどう思うのか。

政策統括官 （全く返事なくただ頭を下げるだけでした）。

佐味田川駅のバリアフリー化
今井 階段があり、高齢化が進み利用できないという声。があるバリ

アフリー化を進める必要があるがどうか。

政策統括官 1日の乗降客が１２０６人 国のエ
レベーターエスカレーターなど基準1日３０００人以

上に満たず、福祉基準３０００人～２０００人にも満

たしていない。今後の必要性は理解できるが順番は遅

い。

今井 待ったなしの高齢化、スロープなど何とか
支援できる方法を検討してほしい。

文教暮らし委員会

高校入試の在り方について
今井 高校入試制度が2回選抜から1回に変更にな

る。これは生徒に何度も落第の経験をさせるべきでは

ない、入試の為何度も時間をとることは學校側も負担

になると改善を求めてきたのでよかったが、中学1年からの内申

が評価されることに不安の声。たとえば不登校で内心に評価が

つかない生徒はどうなるのか。

高校の特色づくり推進課長 どの子も安心して受けられるよう選抜
方法を変えていきたい。不登校で評価がつかない場合でも昨年度は対象

者68名が受験して58名が合格している。

就学援助制度の普及を
今井 就学援助は、

義務教育は無償というこ

とから始まった制度。制

服や、学用品、給食費、

通学費などに支援ができ

る制度。奈良県は12％

の活用、全国平均は14

％もっと知らせる必要が

ある。

沖縄県では県のホーム

ページで就学援助を知ら

せて各自治体とリンクし

ている。またきれいなビ

ラ【参考：右写真】を全

児童生徒に配布して普及

を進めている。奈良県も

市町村の制度というので

はなくもっと知らせるべ

き。

高校の特色づくり
推進課長 大事な制度
であり県としてももっと

工夫をして活用できるよ

うにしていきたい。

通学費について
今井 総務省の生活時間の調査で奈良県の

高校の通学時間は「９４分」で全国トップ。

通学費も負担が大きい。

高校再編で「大宇陀高校」になることで

「榛生昇陽高校」の福祉課の生徒が宇陀まで

通わないといけなくなる。実習も移動が必要

になる。片道440円のバス代がかかる。支援

が必要。

教育長 保護者会がバスを購入してそれを
使って実習など必要な異動は行えるようにし

ていく。

今井 県の学生寮も今は南部東部の生徒し
か利用できない、北部の生徒が東部南部に行

くのに使えるようにするべき

教育長 コロナで一人一部屋になっている、
コロナが終息すれば条例変更も検討したい。

みっちゃんの宅配便（今井光子県議会報告） ２０２３年３月号,

県政暮らしのアンケートに寄せられた声届けました

近鉄駅、ダイヤ等利便の向上を
今井光子県議は太田あつし県議、宮本次

郎元県議とともに３月６日、県政暮らしの

アンケートなどで寄せられた近鉄線の駅や

ダイヤなど利便の向上を求める声を近畿日

本鉄道に届け、トイレの水洗化、無人駅の

解消、券売機の増設、踏切の安全対策など

を求めました。また、車内や駅等での痴漢

被害根絶の対策推進を求めました。

近鉄からは、トイレの簡易水洗化を進め

ているなどの回答がありました。

引き続き、実現できるよう頑張ります。

近鉄
交渉

要望書を手渡す今井議員

今井光子県議の提案で、県内のすべての

女性議員に呼びかけ、３月８日の国際女性

デーにあたり、女性議員アピール「大軍拡

より生活・子どもの未来を守ろう」を発表し

ました。

県内の女性地方議員は７３人。短期日のう

ちに、日本共産党や無所属の女性議員３０

人（４１、０％）が賛同。女性地方議員有志３

０人連名で公表しました。

アピール全文は以下の通り。

「大軍拡より生活、子どもの
未来を守ろうアピール」

岸田政権の軍拡政策により、周辺諸国と

の緊張が高まり、軍拡に走れば、豊かにな

るどころか日本と世界を滅ぼす道になり

ます。

今こそ軍事に進む政治から脱し、生活と

平和を守る政治が必要です。

私たちは、奈良県の地方議会にかかわる

女性の立場から、国内総生産（GDP）比２

％の軍事費を撤回し、歯止めなき軍拡をや

めて、女性や子ども、若者社会的弱者のた

めの政治を進めることを求めます。

委員会審議から

女性地方議員有志３０人「国際女性デーアピール」


